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子ども同士が学び合う教室へ
－曽於市が創る未来の学びのカタチ－

　今、全国の学校では先生が一方的に教える講義型の授業から、子どもが主体的に参加し、友達と
協働しながら考えを深める授業への転換が進んでいます。子どもが安心して意見を出し合い、互い
の考えを尊重しながら学びを深める場は、未来を生きる力を育む基盤となります。

　10月に柳迫小学校で授業公開と授業協議会が行われ、市内外か
ら 200名を超える先生が参加しました。柳迫小では子ども達がグ
ループを作り、友達と考えを聴き合いながら考えを深める授業が行
われています。「わからなさ＝宝物」という考え方を大切にし、わ
からなさを「学びを広げる出発点」として扱っています。子ども達
は、わからないことを互いに聴き合い一緒に考え、新しい気付きや
発見へとつなげています。そしてともに学び合うことで、良好な人
間関係づくりにもつながっています。

柳迫小学校で見えた、子ども達の真剣な学び

柳迫小６年生の公開授業の様子

　市教育委員会では学校同士の連携を強めながら、教職員研修や授
業研究を継続的に行っています。先生同士が互いの授業を参観し合
い、気付きを共有する取り組みも広がり、先生自身が学び合う風土
が少しずつ根づいてきています。授業を公開し合うことで、子ども
達の学びを客観的に捉え直し、指導方法の改善にもつながります。
先生同士が学び合う姿は、子どもにとって「学び続ける大人」の模
範となり、学校に学びの文化を広げます。まずは先生が変わること
で、未来を生きる子どもが育っていきます。

教師も学び合う！市内の学校の連携と研修

大隅中での授業研究の様子

「学びの共同体」の理念を踏まえた授業とは…

聴き合う関係を
重視し、互いの声
に耳を傾けなが
ら学びを深める。

わからなさを共
有し、疑問や迷い
を学びの出発点
とする。

教師も共同体の
一員として学び
続け、子どもとと
もに成長する。

「競争原理」から
「共生原理」へ教
育観を転換する。

　これからの社会では知識を覚えるだけでなく「自分の考えをつくる力」「人と対話する力」「学び続ける力」
などが求められます。これらの力は教室で子ども同士が考えを聴き合い、意見を交わしながら学ぶ過程で育ま
れます。市ではそのような授業の実現に向けて今後も教育委員会と学校が一体となり、子ども達の未来につな
がる授業づくりを進めていきます。

未来を生きる力を育てる授業づくり

誰一人として、学びから取り残さない「学びの共同体」

　同じ学校の仲間はもちろん、他校の選手にも声援を送り合う光景が広がり、多くの児童がその応援に背中
を押されてさらに力を発揮していました。感動を届けてくれた子ども達の頑張りに心から拍手を送りたいと思
います。

少しでも速く次の走者にバトンを渡したい！　＝ 100m × 4 人リレー＝
５年男子１位 末吉小 末吉小Ａ（今村・幸村・榮徳・廣原） 1分 4秒 7
５年女子１位 末吉小 末吉小Ａ（岩元・大髙・柏木・安荘） 1分 5秒 1
６年男子１位 財部小 財部小Ａ（小原・山之内・豊吉・溝添） 58秒 3
６年女子１位 財部小 財部小Ａ（永吉・柳田・瀬戸・川畑） 1分 1秒 2

１cmでも遠くへ跳びたい！！　＝走り幅跳び＝
５年男子１位 長　野　実稀人 岩川小 3.13m
５年女子１位 田　代　萌　莉 末吉小 3.22m
６年男子１位 春　田　大　然 末吉小 3.62m
６年女子１位 山　中　桃　羽 末吉小 3.39m

１cmでも高く跳びたい！　＝走り高跳び＝
５年男子１位 市　吉　琉　翔 財部小 1.15ｍ
５年女子１位 加　塩　絢　菜 岩川小 1.15ｍ
６年男子１位 野　村　春　翔 笠木小 1.28ｍ
６年女子１位 折　居　結　椰 諏訪小 1.15ｍ

0.１秒でも速く駆け抜けたい！　＝ 100m 走＝
５年男子１位 白　坂　瑠　星 光神小 14秒 5
５年女子１位 柏　木　来　愛 末吉小 16秒 2
６年男子１位 小　原　都　夢 財部小 14秒1
６年女子１位 折　尾　夏　音 岩川小 15秒 0

壁を乗り越え、少しでも早く駆け抜けたい　＝ 60m 走ハードル＝

６年男子１位
野　村　春　翔 笠木小 10秒 2
後　藤　龍　音 末吉小 10秒 2

６年女子１位 筆　坂　千　夏 末吉小 10秒 9

令和 7 年度 第18回曽於市小学校陸上記録会
　10月29日（水）、曽於市小学校陸上記録会が末吉町栄楽公園で開
催されました。秋晴れのもと、子ども達はこれまで積み重ねてきた練習
の成果を発揮し、自己記録の更新を目指して力いっぱい競技に取り組
みました。
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